
据付要領

逆止弁の汚れチェック
逆止弁に汚れがある場合は清掃してください。汚れた
ままだと、揚程低下や詰まりの原因となることがあります。

ドレン出口管の取付ねじ2本を取り外し、ドレン出口管を
外してください。
必要に応じて、ドレンホースをドレン出口管から引き抜い
てください。

■逆止弁の点検方法
逆止弁の取外し手順

逆止弁の点検内容

逆止弁、座金をバネに取り付け、それをポートにセットして
ください。（逆止弁が正しくセットされていることを必ず
確認してください）

ドレン出口管をポートにセットしてください。
ドレン出口管を垂直に押さえたまま取付ねじ2本で取り付
けてください。締付けトルクの目安1.5～1.55N・m

逆止弁の取付け手順

■フロートスイッチ（安全回路用）の接点変更要領

注意 ●フロートスイッチ(運転用)ははずさないでください。
　フロートスイッチ(運転用)をはずしたりつけかえたりすると、ドレンポ
ンプが正しく動作しなくなります。
●フロートスイッチ(安全回路用)の接点変更は必ずお買上げの販売店
にご依頼ください。

注意

(B接点)P1
DS1

必ず電源を切った状態で以下の作業を行ってください。

注意

P2

DS1

P2

＜DS1設定方法＞必要に応じて設定を変更してください。
Ｂ接点(出荷時)からＡ接点に変更する方法

カバーの取付ねじ1本を外し、カバーを取り外してください。
プリント基板のDS1①のポジションを
P1からP2に切り換えてください。

＜DS1機能説明＞

(A接点)P2

(B接点)P1
(A接点)P2

※DS1①はK2Rの接点切換えスイッチ
②は機能なし(ポジション変更して

　も変化なし）

① ② DS1 ① ②

① ②

ポートからバネと逆止弁、座金を取り出してください。

必ずドレン出口管を外してから、ドレンホースを抜いて
ください。先にホースを抜くと、外力がドレン出口管に
加わり損傷のおそれがあります。

注意 逆止弁の取付方向が正しいか図で確認してください。
逆止弁の取付方向を間違えると排水しなくなります。

■動作説明

水位正常時動作(運転水位で運転、停止水位で停止)

水位異常時動作(異常水位でエアコン停止信号出力)

ドレンポンプの発停

ドレンポンプは内蔵のフロートスイッチ(運転用・停止用)で発停します。

注1）フロートスイッチ（運転用）が1秒以上ON(働く)とドレンポンプが運転します。
注2）エアコン停止信号出力後約5分経ってから、エアコンが停止したことを確認してください。
注3）エアコン停止信号出力後約5分経って停止したエアコンを再運転するには、エアコンのリ

モコン運転ボタンを押し直す必要があります。
注4）フロートスイッチ(運転用)がOFFの場合でも、異常水位になればドレンポンプはONになり

ます。
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ドレンポンプキットは、冷房運転時のドレン水をスムーズに排出する機
能を持っているため運転に際しては、下記のことにご注意願います。

■ドレンポンプキットをご使用になる方に

ドレンポンプキットの電源を切る場合の注意
冷房運転停止後、残留ドレンがドレンポンプに排出されま
すので、すぐにドレンポンプの電源を切らないでください。
電源を切る場合は、エアコン停止後、必ず5分以上たって
から行ってください。
安全回路作動時のエアコン運転について
安全回路が作動した場合、エアコンの運転は停止します。
水漏れ発生時の処置について
冷房運転中、エアコン内部またはドレンポンプキット内部
から水が漏れた場合は、すぐにエアコンの運転を停止して
ください。ドレン出口が詰まっていたり、安全回路が正常に
作動していないおそれがありますので、お買上げの販売
店に連絡し、点検、修理を依頼してください。

●運転時のご注意

●保守・点検内容
1年毎冷房シーズン後に点検してください。
項目

ドレンパン

フロート

点検内容

汚れのチェック
（汚れがある場合は清掃し
てください）

注意 ●保守・点検は必ずお買上げの販売店にご依頼ください。
●ドレンポンプキットの水洗いはしないでください。
（漏電によって感電や火災の原因になることがあります。）

(注) 使用条件(運転時間、運転・停止
ひん度)や使用環境(高温・多湿
など)がきびしい場合、点検周期
を早めてください。ドレンパンやフ
ロートが汚れたままだと、ポンプの
作動不良の原因になることがあ
ります。 ドレンパン

フロート

逆止弁

取付方向

ドレン出口管
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ドレン出口管
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取付ねじカバー

不具合内容 原因 確認事項 処置

トラブルシューティング 不具合内容をもとに処置を行ってください。
※印加電圧の間違いによる不具合が多いのでご注意ください。

不具合が改善されない場合はお買い上げの販売店にご相談ください。
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電源線の配線箇所が
間違っている

運転フロートが異物により
動かなくなっている

ドレンポンプキットが
傾いている

配線箇所に電圧がかかっているか
テスター等で確認してください

ドレンパン内やフロート挿入部に
異物がないか確認してください

ドレンポンプキットの傾きを
確認してください

印加電圧が間違っている※
ドレンポンプの定格電圧と印加電圧
が一致しているか確認してください

ドレンポンプの印加電圧
を印加してください

正しい配線箇所に
ドレンポンプの電源線を
配線してください

異物を取り除いてください

ドレンポンプキットを
水平に設置してください

運転フロートが
運転水位に達していない

ドレンパン内に水が運転水位まで
溜まっているか確認してください

水を運転水位まで
入れてください

上記の要因

適用外の機種へ
据え付けている

室内ユニットから
ドレンポンプへの
勾配が不足している

上記の要因に当てはまる
項目がないか確認してください

室内ユニットの仕様を確認して
ください

ドレンパン内にドレン水が
流れているか確認してください

上記にしたがって
処置してください

ドレンポンプキットの
据え付けをやめてください

ドレンポンプへ
ドレン水が流れるように

ドレンポンプキットの
接点が逆になっている

ドレンポンプキットのプリント基板の
DS①のポジションを確認して
ください。（P1：B接点、P2：A接点）

プリント基板のポジションを
変更してください

勾配を確保してください

水
漏
れ

逆止弁が詰まっている

揚程が最大ポンプ揚程を
こえている

ドレンパンにスライムや
油分が付着している

配管径・種類が
間違っている

出口ドレン配管が
詰まっている

逆止弁内の異物・詰まりがないか
確認してください

揚程が最大ポンプ揚程以内である
ことを確認してください

ドレンパンにスライムや油分が
付着していないか確認してください

配管径・種類が正しいか
取付説明書を確認してください

ドレン配管に詰まり・変形が
ないか確認してください

コンプレッサー等で詰まりの
原因を取り除いてください

最大ポンプ揚程以内の
揚程にしてください

ドレンパンを洗浄
水洗い してください

正しい配管径・種類にて
施工してください

印加電圧が間違っている※ ドレンポンプの定格電圧と印加電圧
が一致しているか確認してください

ドレンポンプの定格電圧を
印加してください
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安全回路配線が
間違っている

異常フロートが異物により
動かなくなっている

異常フロートが
異常水位に達していない

ドレンポンプキットが
傾いている

異常水位時に室内ユニットが
停止することを確認してください

ドレンパン内やフロート挿入部に
異物がないか確認してください

ドレンパン内に水が異常水位まで
溜まっているか確認してください

ドレンポンプキットの傾きを
確認してください

配線方法・
配線箇所をご確認の上
正しく配線してください

異物を取り除いてください

水を異常水位まで
入れてください

ドレンポンプキットを
水平設置してください

水
位
異
常
時
に
室
内
ユ
ニ
ッ
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の
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が
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止
す
る

電源線と安全回路電線を
逆に接続している

電源線(黒色)・安全回路電線(灰色)
の接続箇所を確認してください

正しい配線箇所に電源線
安全回路電線を配線
してください

KC1906本文.indb   174KC1906本文.indb   174 2023/12/01   9:182023/12/01   9:18


